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アヴネット ジャパン株式会社
アヴネット ジャパン、
日本電素工業との業務統合完了に伴い本社オフィスを移転
～　スフィアタワー天王洲（品川区）の新オフィスにて統合会社として新たなスタート　～
米国半導体商社の最大手アヴネット・インク（NYSE-AVT）の子会社であるアヴネットジャパン株式会社（通称：アヴネット・エレクトロニクスマーケティング (EM)・ジャパン、所在地：東京都文京区、代表取締役社長：トム・マッカートニー）は、昨年暮れに日本電素工業株式会社との合併を発表し、業務統合を行ってきたが、7月1日にすべての権利義務の継承を完了。
これにより、2社の東京本社を統合し、合併に伴う人員増に対応するために来たる2009年7月21日より、品川区の新オフィスに移転し営業を開始する。
アヴネット ジャパン株式会社の新オフィス住所は、下記の通り。 
〒140 – 0002 　東京都品川区東品川2丁目2番地8号 スフィアタワー天王洲 11F 

TEL: (03)6894-3700
 FAX: 03-6894-3710
各営業所、物流センターも合わせて統合が完了している。

各オフィスの住所詳細は下記に掲載している。

http://www.avnet.co.jp/contact_us/
また、弊社ホームページwww.avnet.co.jpも、2009年7月末までのリニューアルを計画中。2社の人材と強みを統合することでより強固な技術商社となり、日本市場でもそのブランド・プロミスである『Accelerating Your Success 』‐顧客・パートナーの成功に尽力するべく、インフラの整備を進めていく予定。
アヴネット ジャパンについて 
アヴネットジャパンは米国アヴネット社(NYSE: AVT、米国本社：アリゾナ州フェニックス) の日本法人で、アヴネット エレクトロニクス マーケティング グループのメンバー企業。また米国アヴネット社は、フォーチュン誌の500社にも選ばれている企業である。 

アヴネットジャパンは、エレクトロニクス産業においてデザインを伴う半導体・電子部品の販売を中心にビジネスを展開している。米国アヴネット社では、デザインチェーンとサプライチェーンを通じ、お客様に製品コンセプト段階から量産段階まで一貫して支援する体制をとっている。

グループの Web サイトは、http://www.avnet.co.jpに掲載されている。 
アヴネット社について
米国アヴネット社は、世界73カ国 250カ所に支社を持ち、主要電機部品メーカーやエンタープライズ・コンピューター・メーカー、組み込みシステムのプロバイダーの販売代理や付加価値創造などを行っている。 

さらに、米国アヴネット社はサプライチェーンの最適化、物流ソリューション、商品の組み立て、部品のプログラミング、コンピューター・システム・インテグレーション、エンジニアリング設計アシスト等の幅広く、かつ奥深いサービスを提供しています。 2007年7月1日期末の決算で、米国アヴネット社の収益は150億6千800万米ドルという結果が報告されている。 

詳細な情報については、http://www.avnet.co.jpに掲載されている。

※ このプレス リリースに記載されている会社名、製品名等は、各社の登録商標または商標です。
■ プレスリリースのお問い合わせ先： 

アヴネット ジャパン株式会社 

コーポレートマーケティング＆コミュニケーション本部 

高橋　桃子
TEL: 03-5978-8294/Fax: +813 5978-3261 

Email: momoko.takahashi@avnet.com
URL: http://www.avnet.co.jp/
_1258911145.pdf






